
検定意見撤回を「集団自決」は軍強制
県
民
大
会
で
総
意
訴
え

文部科学省の教科書検定意見撤回を求め 県民大会に結集した数万人の市民 日午後 宜野湾海浜公園

◇
大
会
詳
報
は
あ
す
の
琉
球
新
報
朝

刊
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
文
部
科
学
省
の
高
校
歴
史
教
科
書
検
定

で
沖
縄
戦
に
お
け
る

集
団
自
決

強
制

集
団
死
の
日
本
軍
強
制
の
記
述
が
削
除

修
正
さ
れ
た
問
題
で
、
教
科
　書
検
定
意

見
撤
回
を
求
め
る
県
　民
大
会

同
実
行

委
員
会
主
　催
が
二
十
九
日
午
後
三
時
か
　

ら
、宜
野
湾
市
の
宜
野
湾
海
浜
　公
園
で
始

ま
っ
た
。

　
一
般
市
民
や
団
体
、労
働
組
合
、経
済
界

な
ど
県
内
外
か
ら
数
万
人
が
集
ま
り
、会

場
を
埋
め
尽
く
し
た
。八
重
山
、宮
古
　で

も
こ
れ
と
連
動
し
た
大
会
が
　同
時
刻
に

開
か
れ
た
。大
会
で
　は
、日
本
軍
に
よ
る

命
令
強
　制
誘
導
な
ど
の
記
述
を
削
除
　

修
正
　す
る
教
科
書
検
定
意
　見
の
撤
回
　と
、

記
述
回
復
を
　求
め
る
大
会
　決
議
を
採
択

す
　る
。

　
大
会
は

歴
史
の
真
実
を
そ
の
ま
ま
次

の
世
代
へ
伝
え
る
こ
と
が
日
本
を
正
し
く

歩
ま
し
め
る

な
ど
と
す
る
県
民
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
、諸
見
里
宏
美
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
が
宣
言
し
て
開
幕
し
た
。

　
仲
里
利
信
実
行
委
員
長
県
議
会
議
長

は
不
退
転
の
　決
意
で
教
科
書
検
定
意
見

の
撤
回
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓

う

と
述
べ
た
上
で
、
軍
命
に
よ
る

集

団
自
決

だ
っ
た
の
か
、あ
る
い
は
文
科

省
の
言
う

自
ら
進
ん
で
死
を
選
択
し

た

と
殉
国
美
談
を
認
め
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
大
会
だ
。今
こ
そ
全
県
民
が
一
丸

と
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、教
科
書
か
ら
沖

縄
戦
に
お
け
る
軍
隊
に
よ
る
強
制
の
削
除

に
断
固
ノ
ー
と
叫
ぼ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

　
仲
井
真
弘
多
知
事
は

集
団
自
決
の
日

本
軍
の
関
与
に
つ
い
て
は
、当
時
の
教
育

を
含
む
時
代
状
況
の
総
合
的
な
背
景
や
手

り
ゅ
う
弾
が
配
ら
れ
る
な
ど
の
証
言
か
ら

覆
い
隠
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ

る
と
述
べ
、文
科
省
の
検
定
意
見
の
速
や

か
な
撤
回
を
重
ね
て
要
求
し
た
。

　
こ
の
後
、中
山
勲
県
教
育
委
員
会
委
員

長
、翁
長
雄
志
県
市
長
会
長
、高
校
生
代
表

の
津
嘉
山
拡
大
さ
ん

読
谷
高
校
三
年

、

照
屋
奈
津
美
さ
ん
同
、小
渡
ハ
ル
子
、玉

寄
哲
永
両
実
行
副
委
員
長
、照
屋
仁
士
県

青
年
団
協
議
会
会
長
が
あ
い
さ
つ
。渡
嘉

敷
島
の
集
団
自
決
の
生
き
残
り
の
吉
川

嘉
勝
さ
ん
と
、座
間
味
島
の

集
団
自
決

証
言
者
の
宮
平
春
子
さ
ん
代
読
が
発
言

し
た
。
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手榴弾配り自決命令
「集団自決」なぜ起きた

軍
強
制
あ
い
ま
い
に

文
科
省
に
申
請
す
る
申
請
本

白
表
紙
本

主語消え、住民自発と誤解

検
定
本
こ
う
変
わ
っ
た

軍
民
混
在
投
降
許
さ
ず

　
肉
親
同
士
が
か
み
そ
り
や
か

ま
で
首
を
切
り
つ
け
、
輪
に
な

っ
て
手
榴
弾
を
爆
発
さ
せ

し
ゅ
り
ゅ
う

る
。
木
の
棒
や
石
で
家
族
を
殴

り
、
互
い
の
首
に
ひ
も
を
巻
き

付
け
引
っ
張
り
合
う
。
壕
の
中

で
布
団
に
火
を
付
け
窒
息
死
を

試
み
た
り
、
家
族
に
殺
鼠
剤

さ
っ

そ

猫
い
ら
ず

を
飲
ま
せ
た
り

し
た
人
も
い
た
。

　
沖
縄
戦
中
の
一
九
四
五
年
三

月
末
以
降
、
米
軍
が
目
前
に
迫

っ
た
慶
良
間
諸
島
や
沖
縄
本
島

中
南
部
、
伊
江
島
で
、
肉
親
を

手
に
掛
け
た
り
自
ら
命
を
絶
っ

た
集
団
自
決

強
制
集
団
死

が
起
き
た
。
犠
牲
者
は
数
千
人

と
も
い
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
こ

と
は
い
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

悲
劇
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
。

　
軍
民
が
混
在
し
一
体
化
し
た

沖
縄
戦
の
戦
場
で
日
本
軍

第

三
二
軍

は
、
戦
場
で
軍
人
の

取
る
べ
き
行
動
を
説
い
た
「
戦

陣
訓
」
の
「
生
き
て
虜
囚
の
辱

め
を
受
け
ず
」
の
教
え
を
一
般

住
民
に
ま
で
強
要
し
た
。
日
本

軍
は
「
野
蛮
な
鬼
畜
米
英
に
つ

か
ま
れ
ば
女
は
強
姦
さ
れ
男
は

ご
う
か
ん

戦
車
で
ひ
き
殺
さ
れ
る
」
と
の

恐
怖
を
住
民
に
植
え
付
け
、
捕

虜
に
な
る
前
に
「
自
決
」
す
る

よ
う
繰
り
返
し
指
導
し
た
。

　
米
軍
上
陸
前
の
四
四
年
に
は

軍
が
全
滅
す
る
時
に
は
住
民
も

一
緒
に
死
ぬ
の
だ
と
い
う
「
軍

官
民
共
生
共
死
の
一
体
化
」
方

針
を
と
っ
た
。
日
本
軍
は
「
一

発
は
敵
に
投
げ
、
も
う
一
発
で

自
決
せ
よ
」
と
軍
の
武
器
で
あ

る
手
榴
弾
を
住
民
に
配
っ
た
。

手
榴
弾
配
布
も
、
住
民
に
と
っ

て
は
「
自
決
命
令
」
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
。

　
日
本
軍
は
米
軍
上
陸
に
備
え

て
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
県
民
を
軍
の
飛
行
場
や
陣

地
構
築
に
動
員
し
て
い
た
。
民

家
に
は
日
本
兵
が
分
宿
し
、
日

本
軍
の
動
き
や
陣
地
の
場
所
な

ど
を
知
る
住
民
は
多
か
っ
た
。

し
か
し
日
本
軍
は
沖
縄
県
民
に

対
し
、
国
家
意
識
が
希
薄
で
天

皇
の
た
め
に
死
ん
で
も
皇
国
を

守
る
「
殉
国
思
想
」
が
徹
底
し

て
い
な
い
と
の
不
信
感
を
持
っ

て
も
い
た
。
日
本
軍
は
機
密
保

持
の
た
め
、
方
言
を
使
う
者
や

投
降
し
よ
う
と
す
る
者
は
ス
パ

イ
と
み
な
し
て
殺
す
と
住
民
を

脅
し
た
。
実
際
に
、
方
言
を
使

っ
た
人
や
投
降
し
よ
う
と
し
た

人
、
米
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た

後
、
米
軍
に
命
じ
ら
れ
て
日
本

軍
や
住
民
に
投
降
を
呼
び
掛
け

に
来
た
住
民
が
、
日
本
軍
に
ス

パ
イ
視
さ
れ
虐
殺
さ
れ
た
ケ
ー

ス
も
相
次
い
だ
。

　
県
民
は
、
「
投
降
す
れ
ば
殺

す
」
と
い
う
日
本
軍
と
、
目
の

前
に
迫
る
「
鬼
畜
」
米
軍
と
の

板
挟
み
と
い
う
絶
望
的
状
況
に

置
か
れ
、
「
軍
命
」
に
よ
り

「
集
団
自
決
」
に
追
い
込
ま
れ

た
。
日
本
軍
に
共
生
共
死
を
押

し
付
け
ら
れ
た
絶
体
絶
命
の
状

況
で
、
住
民
は
死
を
選
ぶ
ほ
か

な
か
っ
た
。

「
集
団
死
」
か
ら
生
き
残
り
、

米
軍
兵
士
に
保
護
さ
れ
て
山
を

下
り
る
人
々

１
９
４
５
年
４

月
１
日
、
座
間
味
村
慶
留
間
島

県
公
文
書
館
所
蔵

全
議
会
が
抗
議
県
議
会
は
初
の
２
度
可
決

県
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
が
渡
嘉
敷
島
を
視
察
。
「
集
団
自
決
」
の
生
き
残
り
の
方
か

ら
当
時
の
状
況
を
聞
く
委
員
ら

２
０
０
７
年
７
月
６
日
、
渡
嘉
敷
村

県
内
自
治
体
の
決
議

　
教
科
書
検
定
に
関
す
る
意
見
撤
回

要
求
は
、
豊
見
城
市
議
会
が
五
月
十

四
日
に
全
会
一
致
で
意
見
書
を
可
決

し
た
の
を
皮
切
り
に
各
市
町
村
で
決

議
が
相
次
ぎ
、
六
月
二
十
八
日
ま
で

に
全
市
町
村
が
可
決
し
た
。
読
谷
村

議
会
は
一
人
が
反
対
し
た
が
、
そ
れ

以
外
の
四
十
市
町
村
は
全
会
一
致
だ

っ
た
。

　
県
議
会
と
市
町
村
議
会
の
決
議
文

は
、
「
沖
縄
戦
の

集
団
自
決

が

日
本
軍
に
よ
る
命
令
・
強
制
・
誘
導

な
し
に
起
こ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
。
そ
れ
を
ゆ
が
め

ら
れ
る
こ
と
は
地
上
戦
を
体
験
し
、

犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
沖
縄
県
民

に
と
っ
て
、
到
底
容
認
で
き
な
い
」

と
強
く
訴
え
て
い
る
。
ま
た
「
係
争

中
の
裁
判
を
理
由
に
し
、
か
つ
一
方

の
当
事
者
の
主
張
の
み
を
取
り
上
げ

て
い
る
」
と
指
摘
し
、
検
定
の
正
当

性
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。

　
「
集
団
自
決
」
の
現
場
と
な
っ
た

自
治
体
を
中
心
に
踏
み
込
ん
だ
記
述

も
目
立
っ
た
。
伊
江
村
議
会
は
「
ア

ハ
シ
ャ
ガ
マ
、
サ
ン
ダ
タ
壕
で
は
日

本
兵
に
よ
る
命
令
・
誘
導
等
に
よ
り

筆
舌
し
が
た
い
ほ
ど
悲
惨
な

集
団

自
決

な
ど
で
多
数
の
住
民
が
死
に

追
い
込
ま
れ
と
惨
劇
を
つ
づ
っ
た
。

　
読
谷
村
議
会
は
「
八
十
五
人
が
命

を
絶
っ
た
我
が
読
谷
村
で
起
こ
っ
た

チ
ビ
チ
リ
ガ
マ

集
団
自
決

に
お

い
て
も
、
当
時
の
母
親
た
ち
は
日
本

軍
が
す
べ
て
を
支
配
す
る
戦
時
状
況

の
中
で
教
育
さ
れ
、
誘
導
し
て
き
た

こ
と
を
涙
な
が
ら
に
証
言
し
て
い

る
」
と
記
し
た
。

　
座
間
味
村
と
渡
嘉
敷
村
議
会
は

「
教
育
と
は
真
実
を
伝
え
る
も
の
」

と
書
き
出
し
、
「
沖
縄
戦
の
歴
史
を

正
し
く
伝
え
、
悲
惨
な
戦
争
が
再
び

起
こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
検
定

意
見
撤
回
を
求
め
た
。

　
糸
満
市
議
会
は
「
平
和
の
発
信
地

で
あ
る
本
市
は
、
多
く
の
修
学
旅
行

生
も
訪
れ
、
平
和
学
習
の
場
と
も
な

っ
て
お
り
、
戦
争
の
真
実
と
平
和
の

尊
さ
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
の
真
実
を

伝
え
る
こ
と
は
重
要
」
と
訴
え
て
い

る
。

　
県
議
会
で
も
六
月
二
十
二
日
に
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
全

市
町
村
の
可
決
を
踏
ま
え
、
七
月
四

日
に
県
議
会
、
市
長
会
、
市
議
長

会
、
町
村
会
、
町
村
議
長
会
の
各
代

表
者
に
よ
る
要
請
団
が
上
京
し
た

が
、
伊
吹
文
明
文
部
科
学
相

当

時

に
は
会
え
ず
、
対
応
し
た
布
村

幸
彦
審
議
官
は
検
定
意
見
の
撤
回
を

拒
否
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
県
議
会
は
同
十
一

日
、
「
文
部
科
学
省
の
回
答
は
到
底

容
認
で
き
な
い
」
と
要
請
に
対
す
る

同
省
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
、
検

定
意
見
撤
回
を
再
び
可
決
し
た
。
同

一
定
例
会
中
に
同
様
の
趣
旨
の
意
見

書
を
二
度
可
決
す
る
の
は
初
め
て

で
、
検
定
意
見
の
撤
回
を
求
め
る
県

議
会
の
強
い
意
志
を
あ
ら
た
め
て
示

し
た
。

教
科
書
検
定
意
見
撤
回
を
求
め
要
請
文
を
文
科
省
の
布
村
審
議
官

右

に
手

渡
す
安
里
カ
ツ
子
副
知
事
ら
県
代
表

７
月
４
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
文
科
省

関係者の語録

県
民
感
情
を
考
え
、
よ
り
慎
重
に
取
り
扱
わ
ね
ば
渡
海
文
科
相

修
正
と
言
っ
た
途
端
に
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
伊
吹
前
文
科
相

　文科省がことし３月の教科書検定で、 年度から使用される高校
歴史教科書から沖縄戦の「集団自決」について軍の強制・関与の記述
を削除・修正した問題をめぐる県と政府関係者の発言をたどった。

　「具体的に書かれた軍命の有
無でなく、当時の状況全体で判
断すべきだ。削除や修正はちょ
っと疑義があり、いかがなもの
か」（仲井真弘多知事、４月
日、定例会見）
　
　「専門家が議論し、意見を付
したことがすべてだ。われわれ
が口出しすべき事柄ではない」
（安倍晋三首相 当時、４月
日、衆院教育再生特別委員会）
　
　「沖縄戦の悲惨な状況に思い
を巡らさなければならない。し
っかりと事実に基づいた歴史認
識が必要だ。文科省にも理解し
てほしい」（６月 日、中山成
彬自民党教育再生特命委員委員
長、同委員会）
　
　「広い意味での軍関与はあ
り、集団自決は紛れもない事実
だ。県民感情に配慮し、善処し
てほしい」（６月 日、仲村守
和県教育長、文科省に布村幸彦
審議官を訪ねて）
　
　「審議会が学術的観点から検
討している」（安倍首相 当
時、６月 日、沖縄全戦没者追
悼式出席後）
　
　「手りゅう弾が配られるなど
広い意味の日本軍の関与があっ
たと思う」（仲里全輝副知事、
６月 日、県議会６月定例会）
　
　「軍の記述が残っている教科
書もあるので、沖縄が選びたい
教科書を採用してはどうか」
（中川秀直自民党幹事長 当

時、６月 日、自民党本部、県
選出・出身自民党国会議員でつ
くる五ノ日の会の要請に）
　
　「教科用図書検定調査審議会
が決めたことなので、ご理解い
ただきたい」（布村幸彦文科省
審議官、７月４日 県 県議会な
ど６団体の代表による要請に）
　
　「猛省を促すべきだ」（仲里
利信県議会議長、７月５日、県
議会文教厚生委員会、布村審議
官が県や県議会など６団体の要
請に対し「審議会が決めたこ
と」と従来の回答に終始したこ
とについて）
　
　「全会一致の決定は大変重
い。 年の ・ 県民大会に
負けない全県的な大会として国
に力強くアピールしたい」（仲
里議長、８月８日、県議会、検
定撤回を求める県民大会の超党
派開催で一致し、県議会の大会
実行委員会に参加決定で）
　
　「日本軍による『関与』とい
う表現ならいい」「来年の検定
で検討してはどうか」「審議会
が決定したもの。大臣の立場で
意見を言うことは、教育への政
治介入になる」（伊吹文明文科
相 当時、８月 日、「五ノ日
の会」の要請に）
　
　「私が教科書を修正できると
か、教科書はこうあるべきだと
言った途端に、とんでもないパ
ンドラの箱を開ける。扉を開い
た大臣という汚名を着る」（伊
吹文科相 当時、８月 日、安

倍改造内閣発足後の記者会見）
　
　「沖縄戦の実相を正しく後世
に伝え、子どもたちが平和な国
家や社会の形成者として育つた
めにも県民とともに声を上げな
ければいけない」（仲村県教育
長、９月７日、県立学校長研修
会、大会への学校長の全員参加
を呼び掛けて）
　
　「高校歴史教科書の沖縄戦集
団自決の記述から軍の関与が削
除されていることは大いに遺
憾。沖縄の実相が正確に伝えら
れていくように（県民大会で）
私も意見を述べたい」（仲井真
知事、９月 日、庁議で県職員
に県民大会参加を呼び掛けて）
　
　「（報道通りなら）審議会の
権威そのものにもかかわる」
（仲井真知事、９月 日、定例
会見、文部科学省教科用図書検
定調査審議会が沖縄戦に関する
実質的審議をしないまま文科省
の原案通りに「集団自決」への
軍の強制・関与の記述を削除・
修正したことについて）
　
　「沖縄県民感情を考えたとき
に、より慎重にこれから取り扱
っていかなければならないと、
率直な個人の実感としてある。
具体的な事実がどうなのか、ち
ゃんと精査した上でこれから取
り組んでいきたい 渡海紀三朗
文科相、９月 日、就任会見）
　
　 どういう大会になるのか ど
ういう意見が出るのかを見極め
て対応したい」（渡海文科相、
９月 日、閣議後の初会見）
　
　「 大会で 検定意見の速やか
な撤回、記述の復活を強く要求
し 県民代表として平和への深い
思いを伝えたい 仲井真知事
９月 日 県議会９月定例会）

　
検
定
意
見
を
受
け
記
述
を
修
正
し
た

結
果
、
各
社
と
も
集
団
自
決
で
の
日

本
軍
の
強
制
や
関
与
が
あ
い
ま
い
に
な

っ
た
。
山
川
出
版
社
は
「
日
本
軍
に
よ

っ
て
壕
を
追
い
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
集

団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
住
民
も
あ
っ

た
」
と
軍
関
与
を
明
記
し
て
い
た
記
述

か
ら
「
日
本
軍
に
壕
か
ら
追
い
出
さ
れ

た
り
、
自
決
し
た
住
民
も
い
た
」
と
変

更
、軍
の
関
与
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
。

　
実
教
出
版
は
「
日
本
軍
は
、
中
略

日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団

し
ゅ
り
ゅ
う

自
害
と
殺
し
あ
い
を
さ
せ
―
か
ら
日

本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
害

と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
」
に
変
更
。

日
本
軍
に
よ
る
強
制
が
分
か
り
に
く
く

な
っ
た
。
さ
ら
に
清
水
書
院
は
「
日
本

軍
に
集
団
自
決
を
強
制
さ
れ
た
人
も
い

た
」
か
ら
「
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ

た
人
々
も
い
た
」
に
変
更
し
た
。

　
修
正
後
の
記
述
に
つ
い
て
文
部
科
学

省
は
「
軍
の
関
与
・
責
任
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を
示
す
。

し
か
し
、
「
集
団
自
決
」
部
分
か
ら
日

本
軍
と
い
う
主
語
が
な
く
な
っ
た
結

果
、
住
民
が
自
ら
の
意
思
で
命
を
絶
っ

た
と
も
取
れ
る
記
述
に
な
っ
た
。
ま

た
、
「
誰
に
」
追
い
込
ま
れ
た
の
か
が

分
か
ら
ず
、
日
本
軍
で
は
な
く
、
米
軍

に
追
い
込
ま
れ
て
「
集
団
自
決
」
し
た

と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
教
科
書
会
社
の
修
正
に
つ
い
て
、
教

科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
の
委
員
か

ら
は
「
軍
関
与
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
直
さ
れ
び
っ
く
り
し
た
」
と
、
会
社

側
の
過
剰
反
応
を
指
摘
す
る
声
も
上

が
っ
た
。

　
し
か
し
、
四
回
ま
で
修
正
が
認
め
ら

れ
て
い
た
「
条
件
付
き
合
格
」
か
ら
、

「
一
発
検
定
」
へ
と
制
度
が
厳
し
く
な

る
中
、
経
営
基
盤
の
弱
い
教
科
書
会
社

が
、
合
格
の
た
め
に
記
述
を
大
幅
修
正

し
、
安
全
策
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
が
実
情
だ
。
今
回
の
修
正
記
述
の
背

景
に
は
、
文
科
省
の
強
権
的
な
検
定

制
度
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
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県
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　
大
会
決
議
文
　

　
去
る
三
月
三
十
日
、
文
部
科
学
省

は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
使
用
さ
れ

る
高
等
学
校
教
科
書
の
検
定
結
果
を

公
表
し
た
が
、
沖
縄
戦
に
お
け
る

「
集
団
自
決
」
の
記
述
に
つ
い
て
、

「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ
る
」
と

の
検
定
意
見
を
付
し
、
日
本
軍
に
よ

る
命
令
・
強
制
・
誘
導
等
の
表
現
を

削
除
・
修
正
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
同
省
は
、
「
日

本
軍
の
命
令
が
あ
っ
た
か
明
ら
か
で

は
な
い
」
こ
と
や
、
「
最
近
の
研
究

成
果
で
軍
命
は
な
か
っ
た
と
い
う
説

が
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

が
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
「
集
団
自

決
」
が
、
日
本
軍
に
よ
る
関
与
な
し

に
起
こ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
り
、
今
回
の
削
除

・
修
正
は
体
験
者
に
よ
る
数
多
く
の

証
言
を
否
定
し
歪
曲
し
よ
う
と
す

き
ょ
く

わ
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
口
を
閉
ざ

し
て
い
た
多
く
の
体
験
者
が
子
供
た

ち
に
誤
っ
た
歴
史
を
教
え
る
こ
と
の

危
機
感
か
ら
、
辛
い
体
験
や
真
実
を

つ
ら

よ
う
や
く
語
り
始
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
去
る
大
戦
で
国
内
唯
一
の

地
上
戦
を
体
験
し
、
一
般
県
民
を
含

む
多
く
の
尊
い
生
命
を
失
い
、
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
犠
牲
を
強
い
ら
れ

た
県
民
に
と
っ
て
も
、
今
回
の
削
除

・
修
正
が
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
激
し
い
怒
り
を

示
し
、
そ
の
う
ね
り
は
県
内
全
体
を

揺
る
が
す
力
と
な
っ
て
、
沖
縄
県
議

会
で
の
二
度
の
意
見
書
決
議
、
四
十

一
の
市
町
村
議
会
全
て
の
意
見
書
決

す
べ

議
へ
と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は
県
内

地
方
四
団
体
や
民
間
団
体
が
相
次
い

で
文
部
科
学
省
へ
要
請
す
る
な
ど
、

県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
結

果
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
文
部
科
学
省
は

「
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
が

決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
回
答
に
終
始

し
、
検
定
意
見
の
撤
回
と
「
集
団
自

決
」
に
関
す
る
記
述
の
回
復
を
拒
否

し
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
教
科
書
検
定
に
際

し
て
、
文
部
科
学
省
は
あ
ら
か
じ
め

合
否
の
方
針
や
検
定
意
見
の
内
容
を

取
り
ま
と
め
た
上
で
同
審
議
会
に
諮

問
し
て
い
る
こ
と
、
諮
問
案
の
取
り

ま
と
め
に
当
た
っ
て
は
係
争
中
の
裁

判
を
理
由
に
し
、
か
つ
、
一
方
の
当

事
者
の
主
張
の
み
を
取
り
上
げ
て
い

る
こ
と
、
同
審
議
会
で
は
「
集
団
自

決
」
の
議
論
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
新
た
な
事
実
が

相
次
い
で
判
明
し
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
対
応
を
改
め
よ

う
と
し
て
い
な
い
。

　
教
科
書
は
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
真
実
を
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
た

ち
に
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
「
集
団
自

決
」
が
日
本
軍
に
よ
る
関
与
な
し
に

起
こ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
正
し
く

伝
え
、
沖
縄
戦
の
実
相
を
教
訓
と
す

る
こ
と
の
重
要
性
や
、
平
和
を
希
求

す
る
こ
と
の
必
要
性
、
悲
惨
な
戦
争

を
再
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど

を
教
え
て
い
く
こ
と
は
、
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
沖
縄
県
民
は
、
本
日
の

県
民
大
会
に
お
い
て
、
県
民
の
総
意

と
し
て
国
に
対
し
今
回
の
教
科
書
検

定
意
見
が
撤
回
さ
れ
、
「
集
団
自

決
」
記
述
の
回
復
が
直
ち
に
行
わ
れ

る
よ
う
決
議
す
る
。

　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
九
日

　
九
・
二
九
教
科
書
検
定
意
見
撤
回

を
求
め
る
県
民
大
会
実
行
委
員
会
。

早々と大会会場に詰め掛けた大勢の参加者 日午後２時すぎ、宜野湾海浜公園

杖

つ
え

を
つ
き
会
場
を
訪
れ
た
お
年
寄
り

日
午
後
１
時
ご
ろ
、
宜
野
湾
海
浜
公
園

「史実歪曲（わいきょく）は許さない」との決意を胸に、会場入りした家族連れ
日午後０時 分ごろ、宜野湾海浜公園

バスを利用し、会場に続々と駆け付ける県民大会参加者
日午後１時 分ごろ、宜野湾海浜公園
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砲
弾
の
豪
雨
の
中
へ
放
り
出
さ
れ

自
決
せ
よ
と
強
い
ら
れ

死
ん
で
い
っ
た
沖
縄
人
の
魂
は

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ

怒
り
を
も
っ
て
再
び
こ
の
島
の
上
を

さ
ま
よ
っ
て
い
る

い
ま
だ
砲
弾
が
埋
ま
る
沖
縄
の
野
山
に

拾
わ
れ
な
い
死
者
の
骨
が
散
ら
ば
る

泥
に
ま
み
れ
て
死
ん
だ
魂
を

正
義
の
戦
争
の
た
め
に
殉
じ
た
と

偽
り
を
い
う
な
か
れ

歴
史
の
真
実
を
そ
の
ま
ま

次
の
世
代
へ
伝
え
る
こ
と
が

日
本
を
正
し
く
歩
ま
し
め
る

歪
め
ら
れ
た
教
科
書
は

ゆ
が再

び
戦
争
と
破
壊
へ
と
向
か
う

沖
縄
戦
の
死
者
の
怒
り
の
声
が

聞
こ
え
な
い
か

大
和
の
政
治
家
文
科
省
に
は
届
か
な
い
か

や
ま
と

届
か
な
け
れ
ば
　
聞
こ
え
な
け
れ
ば

生
き
て
い
る
私
た
ち
が
声
を
一
つ
に
し
て

押
し
上
げ
　
訴
え
よ
う

「
平
和
の
火
」
を
と
も
し

た
ト
ー
チ
を
手
に
走
る
中

学
生
ら

日
午
前
、
糸

満
市


